
事業所名　児童発達支援センター　めだかの学校　　

チェック項目 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切である

・狭く感じる時があるが、１つのグループ
を２つに分けて対応している。

・引き続き、時と場合に応じ柔軟にグ
ループを分けるなどして対応する。

2 職員の配置数は適切であるか

・職員の休みがあっても臨機応変に対
応している。
・グループ療育という意識をもつようにし
ている。

・子どもの安全確保に必要な職員配置
になるよう検討する。
・常時ＯＴ、ＰＴなどの配置がないため
検討する。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっている。また、障害の特性に応じ、事
業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等
への配慮が適切になされている

・個々に合わせた環境の構造化をして
いる。
・トイレを使いやすく工夫している。

・個人に合わせた工夫を適時取り組ん
でいく。
・安全確保のため玄関の自動扉のス
イッチが設置された。しかし子どもが
ジャンプして押すような姿もみられるた
め注意喚起をした。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた空
間となっている

・毎日の掃除、定期的な片付けや掃除
を行っている。
・一日２回の消毒をしている。
・整理している。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

・適宜ミーティングを実施する。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対し
て事業所の評価を実施するとともに、保護者等
の意向等を把握し、業務改善につなげている

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価
表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行
うとともに、その結果による支援の質の評価及び
改善の内容を、事業所の会報やホームページ
等で公開している

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業
務改善につなげている

・発達支援推進協議会で事業報告を
行っている。

・地域の色々な立場の人に知ってもら
う取り組みを検討する。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保している

・回覧で研修が周知されている。
・職場内で様々な研修会を行ったり外部
の研修の機会を設けたりしている。

・一度に全員の参加が厳しいが、全員
が研修の機会が得られるように工夫
する。
・新規採用職員のためには年度当初
に研修の機会を設けるようにする。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニ
ーズや課題を客観的に分析した上で、児童発
達支援計画を作成している

・生活動作など自立度をアセスメントで
きるツールを検討する。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用している

・発達検査以外にも使用できるアセス
メントツールを検討する。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド
ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行支援）」、
「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容か
ら子どもの支援に必要な項目が適切に選択さ
れ、その上で、具体的な支援内容が設定されて
いる

13
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい
る

14 活動プログラムの立案をチームで行っている ・最低３人で話し合っている。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している

・固定する所と変化をつける所をしっ
かり話し合い療育を行う。
・他のグループの活動も共有しなが
ら、もっと活動のバリエーションを増や
す。
・保護者に対しても掲示やおたより等
で共有する。
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児童発達支援自己評価表



16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成
している

・数人でミーティングを行い、皆の意見
でまとめられている。

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担について
確認している

・共通理解できるよう努めている。
・活動内容の確認できているが十分か
どうかの検討をする。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有している

・終了後のミーティングで共通理解をし
ている。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげている

・記録の時間が確保されていて、相談し
やすい環境である。
・日々の記録はできる限り業務内に仕
上げるようにしている。
・療育終了後、記録をし話し合いを行っ
ている。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断している

・半期で評価し、保護者と面談しながら
計画の見直しを行っている。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会
議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画している

・相談支援事業所の役割を正しく理解
し連携を図っていくことが必要である。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や
関係機関と連携した支援を行っている

・ケースによるため、全体的な連携を
図る取り組みを検討する。
・関係機関向けに活動の様子を広報し
ていく。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っている

・保護者から医師の指示書を預かって
いる。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制
を整えている

・できていない訳ではないが実際にや
り取りをしているわけではないため、、
工夫が必要である。
・看護師の配置日数について検討す
る。

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支
援内容等の情報共有と相互理解を図っている

・新入園児の入園先との連携を行って
いる。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小
学部）との間で、支援内容等の情報共有と相
互理解を図っている

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携
し、助言や研修を受けているか。

・障地連での助言、研修がある。
・意見交換会を定期的に開催し、お互
いのサービスについて話し合える機会
を設ける。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っている

・共通理解できるよう努めている。
・個々の保護者に合わせた伝え方の大
切さを日々感じている。

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護
者に対して家族支援プログラム（ペアレント･ト
レーニング等）の支援を行っている

・親グループを実施している。

30
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明
を行っている

・事業所としての意識を持ち、説明を
丁寧に行えるよう更に取り組む。

31

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ
れに基づき作成された「児童発達支援計画」を
示しながら支援内容の説明を行い、保護者から
児童発達支援計画の同意を得ている
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32
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対
する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を
行っている

・療育終了後に様子を聞いたり助言を
行っている。

33
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を
開催する等により、保護者同士の連携を支援し
ている

・親グループを実施している。
・お父さんの交流会を実施し保護者同
士のつながりを作っている。

・引き続き、親グループや交流会の実
施に力を入れていく。

34

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護
者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速
かつ適切に対応している

35
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に
対して発信している

・一般向けにホームページでどんな活
動をしているのか公開することを検討
する。

36 個人情報の取扱いに十分注意している

・個々のファイルは１か所にまとめて保
管されている。
・職員同士で声かけをしたり、気がつい
たら机上を整理しあうなど意識が高まっ
ている。

37
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしている

38
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っている

・地域とのつながり作りは課題であり、
行事に地域の人を招待するなど検討
する。

39

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に
周知するとともに、発生を想定した訓練を実施
している

・今年度はじめて不審者対応訓練がで
きた。

・マニュアルの周知に努めていく。

40
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を行っている

・訓練後の反省会をし、職員会議等で周
知している。

41
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ
どもの状況を確認している

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

・おやつを提供する際には保護者に聞
き取りを行う。
・おやつやクッキングの際、マニュアル
を作成し、安全に提供できるように努
める。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
している

44
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしている

45

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事
前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達
支援計画に記載している

・引きつづき、職員は虐待、身体拘束
について学び、保護者や利用児に丁
寧に説明をする。
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保護者等数（児童数）　110　　回収数  　84　割合　76％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

ご意見
ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保され
ているか

83 ・広くて楽しんでいます。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 73 6 4

・１対１でゆったりと関わってもらってい
る。
・先生方が自分の担当の子だけ見てい
るという感じがしてしまいます。
・まれにですが、聞いても分からない先
生がいて、２・３人に聞くことになってい
ました。

・職員会議等の機会を利用し、職員研
修を実施します。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化さ
れた環境になっているか。また、障害の特性に
応じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適切になされている
か

75 6 2

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
となっているか。また、子ども達の活動に合わ
せた空間となっているか

75 5 2
・２月頃にサーキットの配置が変わるの
が心配。いつもその頃、遊べなくて泣け
る。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画が作成さ
れているか

78 4 1
・グループ内で支援計画の内容を確認
し合い、意見を交換を行います。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支
援内容から子どもの支援に必要な項目が適
切に選択され、その上で、具体的な支援内
容が設定されているか

70 4 9
・地味なことも、何度もくり返していねい
に支援して頂けるので良かったです。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われて
いるか

76 4 3
・見学する機会があまりなく内容がわか
らないです。

・療育を見学する機会を定期的に設け
ます。

8
活動プログラムが固定化しないよう工夫され
ているか

67 8 8

・季節に応じた活動があった。
・学年が上がると親子活動や見学が減
りわかりづらい。
・見学する機会があまりなく内容がわか
らないです。

・玄関のホワイトボードに療育内容や
ねらいを記載していることを伝え、療
育内容を知ってもらえるように周知し
ます。
・午後からの療育でも、親子活動を実
施する機会を設けます。

9
運営規程、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

72 6 1 4
・それそれの機関の役割について丁
寧に説明をします。

10

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援内
容と、これに基づき作成された「児童発達支
援計画」を示しながら、支援内容の説明がな
されたか

77 2 4
・支援計画の説明をより丁寧に行うよ
うに、心掛けます。

11
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング等）が行われているか

56 11 1 15
・子どもたちの活動を見ながら先生方か
らの助言が聞けたら良かったです。
・もっと増えると嬉しいです。

・親グループの内容について、保護者
からの意見を聞き、取り入れます。
・療育の場面を見学しながら助言をす
る機会を検討します。
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12
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理
解ができているか

77 6

・こまめに伝えてくれました。
・担当の先生によって適切なアドバイス
をもらえたり、もらえなかったりする。
・子どもの状況をよく理解し関わっても
らっている。

・療育後の反省の中で、担当の子ども
の関わりで悩んでいるケースがあれ
ば、グループ全体で考え、保護者に伝
えるようにします。

13
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか

78 2 1 2

・なかなか周りに言えない事等相談しや
すい、話しやすく親としては不安が和ら

ぐ、ありがたいです💛

・色々な悩みを聞いてもらい、とてもあり

がたいです。

・その日の療育の様子を一方的に伝
えるだけではなく、保護者の思いを傾
聴することに努めます。

14
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

62 11 10

・玄関での送迎が多い為、掲示物に気
付きにくい。掲示する場所を工夫しま
す。
・保護者会のPRを定期的に親グルー
プ等で行います。

15

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、子
どもや保護者に周知・説明され、相談や申入
れをした際に迅速かつ適切に対応されている
か

68 9 1 5

・児童発達支援サービスなど母親が休
む為に受けるのは良くないと言われて、
とても悲しくなりました。→母親がリフ
レッシュは悪いことなのかな・・・と。

・担当スタッフや児発管が保護者の方
の思いを丁寧に聞き取り、相談や申し
入れに真摯に対応します。

16
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

75 7 1

17

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されているか

49 8 2 24
・月間予定表に先生方の紹介やグルー
プの内容などがあり良かったです。
・見つけにくい。

・アンケート結果の報告など、ホーム
ページへのアクセスにＱＲコードなど
活用し、お伝えします。

18 個人情報の取扱いに十分注意されているか 77 1 1 4

19

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、発生を想定した
訓練が実施されているか

72 1 2 8

20
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

75 2 1 5

・緊急時にパニックになったら困るので、
定期的に訓練をしてもらえるのは助かり
ます。
・子どもは訓練されているが、大人　お
迎え時等はありません。

・避難訓練を行う際に引き渡し訓練を
実施します。
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21

子どもは通所を楽しみにしているか 69 12 2

・少し前は登校を嫌がることがありまし
たが、最近は進んで登校するようになり
ました。
・とても楽しみにしています。
・友達の顔も覚え、担当の先生にも慣れ
てきた。
・前期の担当の先生の関わりかたが本
人にとってあまり良くなくて、行くのを嫌
がりだした。今も朝どの先生か不安が
る。

・楽しく行けるときも、そうでない時もあり
ました。
・でもいやがっていないので、行くのは
好きだと思います。
・毎週たのしみにしています。ありがとう
ございます。
・通所をとても楽しみにしている。

・担当している子どもだけでなく、グ
ループ全体で子どもを見守ったり、声
をかけることで親子ともに安心して過
ごしてもらうように心がけます。
・引きつづき、楽しみに通所してもらえ
るように、療育内容の充実を図ってい
きます。

・以前は建物を見るだけで泣いていて、
近くの道を通っただけで拒否反応が出
ていた。しかし少しずつ先生が個別に
ゆっくりと関わってもらい、信頼関係が
でき楽しいと思えるようになった。感謝し
ている。しかし同じ部屋にいても“あなた
の子はこれだけ遅れているのです”と言
われているようでつらい。遅れを思い知
らされひどく落ち込む。“うちの子だけど
うしてだろう”と前を向けなくなってしま
う。他の保護者の人とも会話が違いす
ぎて笑えない。勉強会は胸がドキドキし
てしまう。つらいががんばるしかない。
遅れを認めているが、同じことができな
いのに、同じ部屋で同じことをやらされ
ているのはつらい。色のカードを渡して
もらえないのも仕方ない。色がわからな
いのだから・・・でもつらかった。進学の
話が多くなり緊張感が大きくなる。そん
な中、４月からまた先生も変わるの
か・・・と思うとやりきれない気持ちにな
る。せっかく自分を出せるようになってき
たのにナ・・・“集団が合ってないので
は？”と言われるとショックで・・・何も言
えないが、遅れの大きい子でみんなに
はついていけないのか、よろしくお願い
します。

22 事業所の支援に満足しているか 70 11 1
・いつも丁寧に関わってくださりありがと
うございます。

・親子共に、楽しく過ごせる雰囲気づく
りをグループ全体で意識できるよう
に、ミーティングなどで声をかけあいま
す。
・子どもの成長を共に感じ、喜びなが
ら、今後も保護者に寄り添った支援を
していきます。

満
足
度


